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椎出鬼の舞（九度山町)

椎出（しいで）鬼の舞は、椎出厳島神社で、天変地変や災いを追い払い、豊作
や村人の安全を祈り、毎年８月１６日の夕方５時から奉納される神事で、言い伝
えでは、６７０年前から続いているお祭りです。

赤い髪の鬼が長い棒を振りかざし、太鼓や笛に合わせて行う舞は、日没まで続
けられます。
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

就 職 を め ぐ る 2 つ の誤 解  
 
 和 歌 山県 は 日 本全 国の 中 でも 高 齢 化が 進み 、 人口 減 少 が顕 著な 県 です 。 そ の

原因 の 1 つ は、長 い 間若 者 が県 外 に 就職 する こ とが 多 く、若 者の 流 出が 大 き か

った 事 が挙 げ ら れま す。 そ のき っ か けと なっ た のが 、 県 内に 大学 が 少な か っ た

とい う こと も あ りま すが 、 高校 卒 業 者も 、県 外 に就 職 す るこ とが 多 かっ た の で

す。 そ の際 に 若 者も その 家 族も 、 2 つの 思い 込 みを し て いた と思 い ます 。 1 つ

目は 県 内に は 働 き口 がな い とい う こ と、 2 つ 目 は 和歌 山 で働 いた ら 損を す る と

いう こ とで す 。 これ らは い ずれ も 間 違い 、誤 解 です 。  
 
 ま ず 、和 歌 山 には 働き 口 がい っ ぱ いあ りま す 。求 人 が いっ ぱい あ るの で す 。

むし ろ 人が 採 用 でき なく て 成長 が 阻 害さ れて い るほ ど で す。 それ を 明ら か に す

るた め に、和歌 山 県 は、和歌 山 県の 企 業 の求 人 情報 を 集 めて 、「わ か やま 就 職ガ

イド 」 を作 り ま した 。い わ ば和 歌 山 版リ クル ー トブ ッ ク です 。大 学 卒業 予 定 者

向け と 高校 卒 業 予定 者向 けの 2 種 類作 り まし て 、高校 生 用は 就職 希 望の 高 校 生

全員 に 配り ま し た。 大学 生 用は 、 高 校卒 業時 に 出し て も らっ た希 望 配付 先 住 所

にお 送 りし て い ます ので 、 もし 届 い てい ない ぞ とい う 方 には どん ど ん差 し 上 げ

ます 。そ れ ぞれ 150 ペー ジ の冊 子 に 1 ペ ージ 2 社ず つ の求 人 がど っ さり 入 っ て

いま す が、 そ れ が和 歌山 の 働き 口 の 本当 の姿 な ので す 。  
  
 第 2 に 和 歌山 で 働く と 、少 々 東 京な どの 大 都会 よ り 初任 給は 低 いの で す が、

住居 費 は東 京 の 方が ずっ と 高い で す から 、こ れ だけ で も 手元 に残 る お金 は 和 歌

山の 方 が多 く な りま す。 和 歌山 で 働 いた 方が 損 どこ ろ か 得な ので す 。さ ら に 通

勤地 獄 、地 価 高 、住 宅難 、 保育 所 の 待機 児童 な ど、 ど ん どん 比べ て いく と 、 ど

ちら が 得か よ く 分か って く ると 思 い ます 。  
 人 生は 1 回 限り で すか ら 、間違 っ た先 入観 に 流さ れ て 安易 に就 職 を決 め な い

で、どこ へ 就 職し て、どこ で どう い う 暮ら しを し たら 一 番 自分 にと っ て良 い か 、

よく 考 えて 就 職 して 欲し い と思 い ま す。 そう す れば 、 も っと 県内 に 多く の 若 者

が残 っ てく れ る と思 って 、 和歌 山 県 は正 しい 情 報提 供 に 努め てい る ので す 。  
 
 
 

  和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  

 

 

7/3 記者会見室にて 

11 月には知事選挙（11月 8日告示、11月 25日投票）があります。知事としての公務ですので、形式的には任期まで続けても問題

ありませんが、他の候補者と実質的にフェアにしたいという思いから 9～11月の「知事メッセージ」はお休みといたします。 



 - 2 - 

今月の和歌山県政トピックス                         

 
●下請等中小企業者の取引条件改善のため経済産業省と全国初の連携協定                      

 
この度、県では県内の下請等中小企業者の

取引条件改善のため、経済産業省と連携協定

を結び、聞き取り調査により取引実態を把握

するとともに、不当な取引慣行への改善要請

を行うなど下請取引の適正化を一層推進して

いく体制を整えました。 

７月２３日、協定締結式を開催し、世耕弘

成経済産業大臣と知事が協定書に署名しまし

た。なお、下請取引条件の改善に向け、国と地方自治体が連携する取組は全国初のことで

す。 

今回、連携協定に至った背景としては、昨年、県内で、取引先商社に加工賃の値上げが

認められなかった染色業者の事業撤退事例が発生し、知事が繊維業界の商取引慣行の改善

について世耕経済産業大臣に要望を行っていたこと、今年１月に実施した県内製造業者の

経営実態調査で、約７割の事業者が材料費などのコスト上昇分を価格転嫁できていないと

回答したことなどがあり、一方、国では、繊維業界における末端の取引において不公正な

慣行が残存していることを確認していたものの、地方の零細な事業者までは実態把握が困

難な状況にあったことなどがあります。 

式典で世耕経済産業大臣は、下請取引の改善は仁坂知事のアドバイスがきっかけで始め

た取組であり、知事の強力なリーダーシップのもと、きめ細かい情報収集を行う和歌山県

との取組を今後のモデルとしていきたいと話されました。 

今後、本年度中に県が、特に状況が厳しい製造業者約２００社を対象に実態調査を行い、

その結果を経済産業省と共有し、問題があれば経済産業省から行政指導などを行います。

その他、下請取引価格の設定に関するセミナーや講習会を国と共同で開催し、価格転嫁の

促進を目指します。これらの取組により、かつてから行われている取引慣行で違法、若し

くは不当なものが見直され、日本経済の活性化につながればと考えています。 

 

●「和歌山テレワーク」フォーラム in東京を開催しました                      

 
近年、情報技術の発展や情報通信速度の向上により、身の回りのあらゆるものがインタ

ーネットにつながる「ＩｏＴ」や人工知能「ＡＩ」の技術が格段に進歩しました。そして

現在、その進歩がもたらす「働き方改革」や「ワーク・ライフ・バランス」への取組が国

の施策として進められているところです。 

そのような中、多様な人材の活躍を可能にするワークスタイルとして、場所や時間にと

らわれない働き方である「テレワーク」が注目を集め、さらに、リゾート地等の環境の良 

世耕弘成経済産業大臣と知事 
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い場所で、休暇や研修等を兼ねて滞在して仕事を

する「ワーケーション」という新しい働き方が提

唱されています。 

本県では、このようなテレワークの普及は、地

方のチャンスを広げるものと確信しており、この

度、ＩＴ企業をはじめとする首都圏の企業関係者

に、地方でのテレワークの意義を認識いただくと

ともに、白浜町を中心に首都圏ＩＴ企業の進出が

続き、サテライトオフィスやワーケーションの受

け入れを進める本県のビジネス環境や支援内容

などの最新情報を紹介するため『「和歌山テレワ

ーク」フォーラム in東京』を開催しました。 

国が実施する「テレワーク・デイズ」の前週で

ある７月１８日、東京千代田区の丸の内ビルで開

催したこのフォーラムには、当初の予定を超える

１１０名の参加をいただきました。 

フォーラムでは、知事から本県の優れた立地環境やＩＴ企業誘致に対する熱意が述べら

れた後、総務省情報流通高度化推進室長の渋谷闘志彦氏や経済産業省情報技術利用促進課

企画官の大西啓仁氏により、国のテレワーク最新動向やテレワークを使った産業創出等に

ついての講演を行いました。また、本県にサテライトオフィスを設置しテレワークを実施

するトランスコスモス株式会社、株式会社セールスフォース・ドットコム、株式会社ブイ

キューブの３社から、本県でのテレワークの好事例が紹介されるとともに、商工観光労働

部長から本県のビジネス環境やＩＴオフィスの整備状況などについてプレゼンテーション

を行いました。 

フォーラム終了後の名刺交換会では、参加者の方々が県やＩＴオフィスが立地する田辺

市、白浜町の担当者と交流を図り、立地環境や自治体の支援内容等について、熱心な聞き

取りを行っていました。 

このような取組により、今後も本県へのサテライトオフィス誘致を積極的に進めます。  

 

●和歌山県事業承継ネットワークが発足しました                      

 
中小企業経営者の高齢化が進む中、後継者がいないことによる廃業を食い止め、県内の

産業や雇用を守ることで地域経済の維持を目指す「和歌山県事業承継ネットワーク」が発

足し、７月２日、事務局開局セレモニーとキックオフ会議を開催しました。 

中小企業の事業承継が喫緊の課題となる中、事業承継時の税負担をゼロとするなどの事

業承継税制の大幅拡充をはじめ中小企業庁による集中支援策が展開されており、各都道府 

渋谷室長による基調講演の様子 

知事挨拶の様子 
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県への事業承継ネットワーク設置もその一つとなり

ます。 

本県では、既に設置されている「事業引継ぎ支援セ

ンター」と併設する形で、和歌山商工会議所内にネッ

トワーク事務局を開設し、事業承継に関する全般的な

相談に対応できる体制を整えました。そして、専門の

コーディネータを配置するとともに、県や国、日頃か

ら中小企業支援にあたっている様々な機関を構成機関とし、県内における事業承継を支援

していきます。 

７月２日、セレモニーに続いて開催したキックオフ会議では、商工団体、金融機関、士

業団体など、県内の中小企業支援機関が出席し、共に事業承継支援に取り組んで行くこと

を決定しました。 

今年度の取組としては、各支援機関が事業者を訪問し、事業承継診断アンケートを実施

することで、経営者の皆さんに自社の事業承継について考える機会を提供し、事業承継対

策への早期着手を促していくこととしています。 

 

●オール和歌山ロケの映画「ボクはボク、クジラはクジラで、泳いでいる。」の   

監監督、出演者の皆さんが知事を表敬訪問しました                  

 
昨年１０月１５日から１１月１日の２週

間、本県太地町にある「くじらの博物館」

をメインに、新宮市、那智勝浦町、串本町

で撮影が行われた映画、「ボクはボク、ク

ジラはクジラで、泳いでいる。」が完成し、

今年１０月の県内先行公開を前に、監督、

出演者等関係者の皆さんが知事を表敬訪問

しました。 

７月１１日の表敬訪問には、映画監督の藤原知之さん、主演俳優の矢野聖人さん、女優

の武田梨奈さん、本県パンダ大使も務める女優の岡本玲さん、本県出身で、この映画の主

題歌を歌うアイドルの清水理子さん、平成２８年に制作されたオール和歌山市ロケの映画

「ちょき」のプロデューサーで、本県出身の前田和紀さんが出席。今回、映画撮影の際お

世話になった和歌山県民への感謝の意を伝えるとともに、撮影の地である和歌山県からこ

の映画を盛り上げ、全国にその機運を拡げていこうと訪問されました。 

訪問では、藤原監督から、博物館の協力体制の素晴らしさや県民の皆さんがエキストラ

出演で活躍いただいたことにお礼が述べられる他、飼育員役の矢野さん、武田さんが映画

撮影前の猛練習により、代役なしで演技していること等が話されました。 

セレモニーで事務局入り口に看板を設置 

監督、出演者、プロデューサーの皆さんと知事 
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映画は「くじらの博物館」を舞台に繰り広げられる実話をベースにした青春群像劇で、

若い男女の飼育員達が日々悩んだりくじけたりしながらも、一歩一歩、夢や目標に向かっ

て進んでいく内容で、老若男女、観る人すべてに勇気と希望を与えてくれる感動作となっ

ています。 

１０月１２日からの県内先行上映の後、１１月３日からは、東京をはじめ全国で順次公

開されます。なお、この映画の撮影については、県とわかやまフィルム・コミッション事

務局を務める公益社団法人和歌山県観光連盟、日本遺産「鯨とともに生きる」を推進する

熊野灘捕鯨文化継承協議会等が全面的にバックアップしています。 

県内で撮影され、本県出身者など和歌山に縁のある方々が出演し制作された、地元ふる

さとを愛する熱い気持ちのこもった映画となっていますので、県人会をはじめ和歌山ゆか

りの皆様に是非ご覧いただくとともに、多くの方に映画を通して和歌山の魅力を伝えてい

ただきたいと思います。 

 

●南紀白浜空港民間活力導入事業者との実施契約締結と５０周年イベントのお知らせ   
 
この度、県ではかねて

から進めていた南紀白浜

空港民営化について、株

式会社南紀白浜エアポー

トと７月２５日に実施契

約を締結しました。 

 平成３１年４月から当

事業者による空港運営が開始されます。 

調印式では、知事から観光客やビジネス客の大幅な増加を期待すると挨拶があり、株式

会社南紀白浜エアポート代表取締役社長岡田信一郎氏からは、開港５０周年という記念す

べき年に経営機会を得たことへのお礼とともに、今後、２０年間腰を据えて地域の発展に

貢献したいとの言葉が述べられました。 

同社の提案では、航空ネットワークの拡充により、１０年後の旅客数を現在の２倍近く

に増やす目標を掲げています。その他、長期滞在し旅行中の支出額の高い欧米、豪州、ロ

シアの訪日外国人や首都圏の富裕層をターゲットに設定し、羽田便の機材大型化や成田便

の新規就航などの働きかけを行い、空港へのアクセス向上のためバスやタクシー、レンタ

カーなど地域の交通機関と連携を行います。また、２０２１年７月の完成を目指す新たな

国際線ターミナルでは、既存のターミナルと一体化した施設に商業スペースを設け、地元

の方々や飛行機を利用しない観光客が集う「街のにぎわい拠点」を目指すなど、地域を活

性化させる「空港型地方創生」を掲げています。 

なお、今年は開港５０周年を記念して、９月２日（日）に南紀白浜空港で開催する「空 
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の日フェスタ」に加え、同日、白良浜上空でブル

ーインパルスの展示飛行を実施します。 

また、白良浜ではパイロットのサイン会、チア

リーディングやマーチングバンドによるステー

ジイベント、飲食、物販などの出店も行います。 

５０年の歴史を重ね、今、世界の窓口へと変貌

を遂げようとする南紀白浜空港の今後に、皆さん是非ご注目ください。 

【ブルーインパルス展示飛行】 

・時間：９：００～１４：００   ・場所：白良浜上空、白良浜（西牟婁郡白浜町） 

 パイロットのサイン会、ステージイベント、飲食、物販の出店 など 

※ブルーインパルスの飛行は、１０：４５から２０分程度 

【空の日フェスタ２０１８】 

  

 

 

●県道白浜温泉線と新しい岩出橋が開通しました                     

 
県内各地で道路交通ネットワークの整備が進んでいます。 
紀南では７月８日、白浜空港の利便性向上につながる県道白浜温泉線（都市計画道路白

浜空港フラワーライン線）が全線開通し供用を開始しました。一方、紀北では７月１７日、

大阪と和歌山をつなぐ南北の軸となる新しい岩出橋が開通し一部供用を開始しました。 
県道白浜温泉線全線開通 
当該道路は、国道４２号から南紀白浜空港や白

浜温泉へのアクセス道路として重要な路線で、平

成２２年度から白浜温泉線のバイパスとして整備

を進めてきました。今回の才野ランプから空港側

の約１．０ｋｍの開通をもって全線開通となりま

した。この開通により地域住民の利便性が向上す

ることはもちろん、民営化や国際ターミナル建設

により機能拡大が期待される南紀白浜空港や近畿自動車道紀勢線とのアクセスが大変便利

になり、将来は、国内外からのお客様に白浜の旅を楽しんでいただく際、大きな役割を果

たすものと考えています。 
式典では、知事挨拶の後、二階俊博自民党幹事長ほか来賓から祝辞をいただき、関係者

によるテープカット、くす玉開披を執り行いました。閉式後の通り初めでは、約４００名

が参加しマーチングバンドの演奏やフリーウォーキングを行い、大いに賑わいました。 
 

・時間：１３：００～１６：００  ・場所：南紀白浜空港（西牟婁郡白浜町２９２６） 

 航空機の展示、ヘリコプターの訓練飛行、空港施設バス見学、フラダンスショー など 

ブルーインパルスの編隊飛行 

二階俊博自民党幹事長、知事らによるテープカット 
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岩出橋開通 
岩出橋は、昭和２９年に当時の建設省により、一

般国道２４号の２車線の車道橋として架設された

橋梁です。その後、一般国道２４号和歌山バイパス

の整備に伴い、平成６年に本県に引き継がれまし

た。これまでの橋梁は供用から６３年が経過してお

り、老朽化が著しく、周辺の交通量増加に伴い渋滞

が慢性化していました。これらの課題を解消すべく

新しい岩出橋の整備を平成２６年度から着手。この度、完成の運びとなりました。 
新しい岩出橋（４車線）の完成により、周辺道路の渋滞緩和をはじめ、地域の経済活動

の発展に大きく寄与するものと考えています。 
７月１４日に開催した式典では、知事挨拶の後、石田真敏衆議院議員、門博文衆議院議

員、浮島智子衆議院議員、藤山将材県議会議長による来賓祝辞をいただき、テープカット

などの後、「世代を超えて長く受け継がれる橋に」という願いを込め、一家に親・子・孫

の夫婦がいる世帯６組が渡り初めを行い、その後に参加者が続きました。地元の方々、関

係者をはじめ約１，０００人が参加し、開通を祝福しました。 
 

●「和歌山県自殺対策トップセミナー」を開催しました                      

 
県では、平成２８年４月に施行された改正自殺対策基

本法により、県に加え、市町村でも対策計画の策定が義

務付けられたことや、平成２８年の都道府県別人口１０

万人あたりの自殺死亡者数が全国ワースト４位であった

ことなどから、各首長に地域の自殺対策を考えてもらう

ため「和歌山県自殺対策トップセミナー」を７月９日に

開催しました。 

当セミナーは県、厚生労働省、ＮＰＯ法人自殺対策支

援センターライフリンクの共催で行われ、各首長や代理者をはじめ関係団体等から１２２

名が参加しました。県内での「トップセミナー」開催は、今回が初めてのことです。 

全国の自殺者数は、平成２２年以降連続して減少していますが、現在でも年間２万人を

超える方が自殺により亡くなっています。一方、本県の自殺者数は、中長期的には減少傾

向にありますが、年間２００人前後の方が自殺により亡くなっています。 

自殺を防ぐためには、精神保健の視点だけではなく、社会・経済的な視点を含んだ地域

レベルでの包括的な取組により、そこに暮らす人々が、自殺に追い込まれることなく安心

して生きられる社会をつくることが重要とされています。 

本県では、今年４月に和歌山県自殺対策計画を策定し、総合的な自殺対策に取り組むこ 

渡り初めの様子 

知事挨拶の様子 
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とで、「こころのつながりを広げ、生涯にわたり健康を維持して暮らすことができる和歌

山県」の実現を目指すこととしました。 

今後は、各市町村においても全庁的な取組として地域自殺対策を総合的に推進し、住民

と連携しながら自殺対策計画の策定を進める必要があります。 

セミナーは、知事、宮原真太郎厚生労働大臣官房

参事官の挨拶の後、ＮＰＯ法人自殺対策支援センタ

ーライフリンクの清水康之代表による「誰も自殺に

追い込まれることのない“生き心地の良い和歌山”

をめざして」と題した基調講演や、ＮＰＯ法人白浜

レスキューネットワークの藤藪庸一代表から「南紀

白浜『三段壁』での活動～連携がどう生まれたか～」

と題した実践報告を行いました。続いて、宮原真太

郎参事官、本橋豊自殺総合対策推進センター長、金

子善博同センター自殺実態・統計分析室長から自殺対策の動向や地域自殺データを踏まえ

た地域自殺対策計画の策定に関する講演を行いました。 

このあと用意された全体質疑では、参加者から講師の方々に様々な質問が寄せられ、各

市町村の自殺対策や計画策定への意気込みが感じられる会となりました。 

 

●新たに２事業者と高齢者等の見守り協力に関する協定を締結しました                      

 
県では、一人暮らしの高齢者の方が、住み慣れ

た地域で安心して暮らせるよう、平成２５年度か

ら日常業務において高齢者の方と接する機会の

多い民間事業者との間で、高齢者等の見守りに関

する協定を締結し、地域での見守りネットワーク

の輪を広げています。 

この度新たに、一般社団法人和歌山県ＬＰガス

協会（会長 福島 幹治氏）とわかやま市民生活協同組合（理事長 上田 欣士郎氏）の２

事業者と協定を結ぶこととなり、７月１１日に協定締結式を開催しました。 

一般社団法人和歌山県ＬＰガス協会では、顧客のガスの使用状況、ＬＰガス容器の交換

や月に１度の検針などの機会において、また、わかやま市民生活協同組合では、注文や配

送時の機会に家人の異変に気付いたり、声かけを行っています。 

この度の協定により、県と高齢者等の見守り等に関する協定を締結する事業者は１０者

となりました。 

平成２９年度までに市町村に寄せられた報告事例は５１件にのぼり、その中には、各事

業者の販売員、配達員が、高齢者宅で家人が倒れているところを発見し市町村、警察に通 

熱心に質問する参加者 

福島会長、上田理事長と知事 
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報、病院に救急搬送された結果一命を取り留めるという事例もありました。 

今後とも、高齢者の方々が地域で安心して暮らせるよう、このような取組の輪を広げて

いきたいと考えています。 

【これまでの協定締結事業者】 

〇関西電力株式会社和歌山支社 〇ＪＡグループ和歌山・和歌山農業協同組合中央会 

〇公益社団法人日本新聞販売協会和歌山支部・紀北支部・紀南支部 

〇和歌山ヤクルト販売株式会社 〇日本郵便株式会社 〇佐川急便株式会社 

〇西濃運輸株式会社和歌山支店 〇ヤマト運輸株式会社 

 

●「みんなで実践！健康づくり運動ポイント事業」ランキング上位の自治会を表彰                      

 
昨年１０月から、県民の皆さんに運動の

習慣を身につけてもらうための新しい取組

としてスタートした「みんなで実践！健康

づくり運動ポイント事業」の平成２９年度

ランキング上位自治会の表彰式を７月１９

日に開催しました。 

参加登録自治会の皆さんに、地域ぐるみで楽しく運動する習慣の定着を目指しながら、

自治会主催のラジオ体操や清掃活動等による獲得ポイントを競っていただいた結果、平成

２９年度の累計ポイントが出ましたので、上位５自治会の代表者の方々に、知事から賞状

と記念品の贈呈を行いました。 

表彰式後の意見交換では、各自治会代表者から、この事業をきっかけに、引きこもって

いた方などともお互いに声を掛け合うようになったことや、運動への参加を通して情報交

換の場ができたことなど、運動以外にも様々なメリットや楽しみがあることが紹介されま

した。 

本県では、これからも長期総合計画に掲げる「健康長寿日本一わかやま」の実現を目指

し、運動ポイント事業の実施など、地域住民相互のつながりを深め、心身の健康づくりに

関する県民運動を全県的に展開し、県民の運動習慣定着に取り組んでまいります。 

【平成２９年度自治会参加型ランキング】 

順 位 自治会名（市町村名） ポイント数 

第１位 新太田自治会（和歌山市） ９８ポイント 

第２位 御門町自治会（海南市） ５４ポイント 

第３位 加太地区北丁自治会（和歌山市） ２９ポイント 

第４位 中之島地区北之丁一丁目自治会（和歌山市） ２０ポイント 

第５位 平松自治会（すさみ町） １９ポイント 

 

受賞者の皆さんと知事 
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●農業経営発展サポートを開始しました                        

 
この度、平成２９年に策定した新たな「和歌山県長期総合計画」に掲げる「たくましい

産業を創造する和歌山」の農業振興施策の一つとして事業化を進めてきた「農業経営発展

サポート事業」を開始しました。 

この事業は、地域農業を牽引する強い経営体を育成するため、意欲のある農業者を掘り

起こし、事業の成長段階に応じた支援を実施するものです。 

ステップ１のスタートアップでは、成功者による講演や県内農業者の成功事例を紹介す

るセミナーの開催などにより気運の醸成を図ります。 

ステップ２のスキル向上では、日々の経営で直面する課題や問題点をさまざまな学問・

視点から解決へと導く問題解決力を養う「わかやま農業ＭＢＡ塾」で、７月から３月まで

計１２回、専門家の講義やグループ討議を重ねてもらい、６次産業化、規模拡大、法人化

などを目指す経営計画を作成してもらいます。 

ステップ３の経営発展では、税理士や社会保険労務士などの専門アドバイザーを派遣す

るとともに、融資・補助事業の活用促進を図ります。 

また、経営計画を達成された事業者の

皆さんを「農業経営マイスター」として

登録し、後に続く、農業経営者の皆さん

にアドバイスをいただきます。 

これらの取組により、和歌山の農業を

背負って立つ次世代の経営体を増やして

まいります。 

 

●ジビエがおいしく食べられる和歌山への取組                      

 
例年１２月～翌２月に開催する「わかやまジビエフェスタ」の参加飲食店増加を目的と

したジビエ料理講習会を７月５日、和歌山市内で開催しました。 

みその商店街内の「Ｔ－ＬＡＢＯ」において、講師にオテル・ド・ヨシノ（和歌山ビッ 

わかやま農業ＭＢＡ塾開講式の様子 
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グ愛１２階）の手島純也料理長を招いて開催し

た当講習会には、フレンチ、イタリアン、和食

等様々なジャンルの飲食店関係者とともに、夏

のイベントでジビエ料理の出店を予定してい

る日高高等学校中津分校の教員・学生等、合わ

せて２０名が参加しました。 

講習会では、手島料理長が「猪の挽肉のロー

ルキャベツ」、「鹿の挽肉のグラタン」、「鹿

ロース肉ロッシーニ風」の３品を実際に調理し

ながら、ジビエの衛生的な調理方法やフレンチ

以外のジャンルに応用する方法について丁寧

に説明。参加者の皆さんは、色々質問をしなが

ら、ジビエを調理するコツを学んでいました。 

また、学校給食に安心・安全でおいしいジビエ料理を導入しようと、栄養教諭、学校栄

養職員を対象としたジビエ料理講習会を７月２６日に開催しています。 

和歌山市内のコミュニティーセンターで開催した当講習会では、講師のホテルアバロー

ム紀の国の佐藤喜久一郎料理長から、「鹿肉のハヤシライス」、「猪肉の田舎みそ汁」を

調理しながら、ジビエを調理する際の注意点やコツなどが参加者に説明されました。 

一方、本県の平成２９年度の野生鳥獣による農作物の被害額は約３億７００万円となっ

ており、前年度からわずかに減少したものの、依然として深刻な状況が続いています。野

生鳥獣の被害対策として捕獲したイノシシやシカの肉を有効に活用するため、県ではこれ

らの講習会開催により、ジビエをおいしく食べられ

る店を増やすとともに、学校給食へのジビエ導入が

進むよう取り組んでいます。 

ジビエの振興には、この他にも適切な解体処理施

設やジビエを消費者に届ける食肉流通チェーンの

整備なども必要であり、今後もこれら全ての取組を

積極的に進めてまいります。 

 

●「Ｋｕｒａ Ｍａｓｔｅｒ」運営委員長と審査員特別賞受賞事業者が表敬訪問                      

 
フランス人によるフランス人のための

フランスの地で行われる日本酒コンクー

ル「Ｋｕｒａ Ｍａｓｔｅｒ」が先日パリ

で開催され、株式会社九重雜賀の「山田

錦 純米大吟醸 雑賀」が審査員特別賞を 

手島料理長の調理を見学する参加者の皆さん 

当日調理された風味たっぷりのジビエ料理 

佐藤料理長の話に聞き入る栄養教諭の皆さん 

宮川委員長、雜賀社長、中野連合会長他役員の皆さんと知事 
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受賞するなど、フランスでも和歌山の日本酒が高く評価されています。 

７月２４日、同コンクールの宮川圭一郎運営委員長、ペコン倫子氏、株式会社九重雜賀

の雜賀俊光社長、和歌山県酒造組合連合会の中野幸生会長、山本文男副会長が、受賞報告

のため知事を表敬訪問されました。 

フランスを代表するホテルのトップソムリエらが審査を行うこ

のコンクールは、平成２９年から開催されており、純米酒、純米

大吟醸酒＆純米吟醸酒、にごり酒の３部門に計６５０銘柄が出品

されました。なお昨年は、本県から中野ＢＣ株式会社の「純米大

吟醸 「紀伊国屋文左衛門」」がプラチナ賞を受賞しています。 

また、今年は本県から、審査員特別賞のほか、株式会社九重雜

賀の「山田錦 純米吟醸 雑賀」、平和酒造株式会社の「紀土 Ｋ

ＩＤ 無量山 純米大吟醸」、「紀土 ＫＩＤ 無量山 純米吟醸」

が金賞に選ばれています。 

このような賞の受賞が、事業拡大など企業の発展につながると

ともに、優れた和歌山の産品が世界に発信され、今後の輸出促進

につながることを期待します。 

 

●南葵音楽文庫の普及に向けた取組について                      

 
「南葵音楽文庫」については、整理が済んだ資料の一

部公開や定期講座の開催などにより県内外の音楽や紀州

徳川家に関心を持つ多くの方々から好評をいただいてお

ります。 

県では、南葵音楽文庫をさらに広く皆さんに認知いた

だくとともに、紀州徳川家の顕彰を図るため、本年度、

新たな取組を行います。 

『序曲「徳川頼貞」』の吹奏楽版楽譜の制作・配布 

南葵音楽文庫ゆかりの管弦楽曲『序曲「徳川頼貞」』

の吹奏楽版の楽譜を制作し、ブラスバンドの大会や各種

文化祭などで広く演奏されるよう、県内の吹奏楽部を有

する中学校・高校や民間吹奏楽団に配布します。 

なお、編曲については、南葵音楽文庫の所有者である読売日本交響楽団が推薦するプロ

の編曲家、大橋晃一氏（東京藝術大学非常勤講師）にお願いすることとしています。 

南葵音楽文庫の講演会や演奏会、シンポジウムの開催 

南葵音楽文庫をさらに広く皆さんに知っていただくために、田辺市で講演会と演奏会を、

和歌山市で演奏会とシンポジウムを開催します。 

山田錦 純米大吟醸 雑賀 

徳川頼貞とジョゼフ・ホルマン 
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チェロとピアノが奏でる美しい西洋音楽に触れながら、紀州徳川家ゆかりの貴重な文化

遺産を知るひとときを、是非この機会に味わっていただければと思います。 

【南葵音楽文庫 紀南講演会＆演奏会】[参加無料] 

・日時 平成３０年９月２日（日） 開場１３：３０／開演１４：００ 

・場所 紀南文化会館４階 小ホール 

・内容 ＜第１部＞ 基調講演 『南葵音楽文庫に宿る「魂」』  

［講師］美山 良夫（慶應義塾大学名誉教授） 

    ＜第２部＞ 演奏会 『いま蘇る南葵楽堂 伝説の音楽会』 

           ［出演］チェロ：渡部 玄一（読売日本交響楽団） 

                 ピアノ：桑生 美千佳 

・お問い合わせ ［紀南］田辺市教育委員会 文化振興課 TEL：0739-26-9943 

［紀北］和歌山県庁 文化学術課    TEL：073-441-2052 

※入場には「整理券」が必要です。県内１５か所で配布しております。 

【シンポジウム 南葵音楽文庫～楽しみと学び～】[参加無料] 

・日時 平成３０年９月１５日（土） 開場１３：００／開演１３：３０ 

・場所 県立図書館２階 メディア・アート・ホール 

・内容 ＜第１部＞ 演奏会 『いま蘇る南葵楽堂 伝説の音楽会』 

［出演］チェロ：渡部 玄一（読売日本交響楽団） 

   ピアノ：江上 菜々子 

＜第２部＞パネルディスカッション 

     ［パネリスト］德川 宜子／林 淑姫／泉 健／曽野 洋 

     ［コーディネーター（兼パネリスト）］美山 良夫 

・お問い合わせ・申込先 

  〒640-8585 和歌山市小松原通１－１ 和歌山県庁 文化学術課  

TEL：073-441-2052   FAX：073-436-7767 

      E-mail：e0221001@pref.wakayama.lg.jp 

   ホームページ：http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/022100/nanki/ 

※往復ハガキによる事前申し込みが必要です。申し込み〆切 ８月２２日（水） 

        

●在京和歌山県人会総会（創立６０周年）が開催されました                       

 
７月８日、ホテルルポール麹町（東京都千代

田区）において、在京和歌山県人会通常総会・

懇親会が開催されました。 

総会の冒頭、谷口博昭会長は、「今年は県人

会創設６０周年、めでたい還暦の年。創設時の

思いと縁を大切に、多くの良い方々と交流して

いると良い結果に恵まれるという意味の「縁尋

機妙 多逢聖因（えんじんきみょう たほうしょういん）」という言葉を大切に、県人会の

諸活動を適切に進めて行ければと祈念している。」と挨拶されました。 

懇親会では、６０周年を祝い鏡開きが行われ、続いて軽やかなジャズ演奏が流れる中、

ふるさとの思い出話に花が咲き、会場は大いに盛り上がりました。 

在京和歌山県人会の皆さんには、ふるさと納税等で御協力をいただいていることに感謝

申し上げます。 

創立６０周年を鏡開きでお祝い 
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お 知 ら せ                               
 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の御案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」、「生涯ス

ポーツ・文化の振興」など１０の分野で活

用させていただいております。 

御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、クレジットカード

で行う場合は、ふるさと納税総合サイト

「 ふ る さ と チ ョ イ ス 」

（ https://www.furusato-tax.jp/city/p

roduct/30000）のサイト上で、簡単に申

込みとクレジットカードによる決済を行

うことができますので御利用ください。 

和歌山県外にお住まいの方のみ対象と

なりますが、1万円以上の御寄附をいただ

いた方には、プレミア和歌山の事業者に御

協力をお願いした 54 品目の返礼品の中か

ら１品をお選びいただきお届けしていま

す。 

また、インターネット限定で、２万円以

上の御寄附をいただいた方には、54 品目

又は特別メニューとして、和歌山特産の

柿、みかん等の果物や熊野牛をお選びいた

だけますので、和歌山県が誇る優良産品

（プレミア和歌山）を是非御堪能くださ

い。 

また、今年度から、返礼品とは別に、御希望の方に「和歌山ファンクラブ」（和歌山県

観光連盟所管）への入会権を贈呈します。御入会いただくと、観光情報誌「紀州浪漫」の

送付など、魅力ある特典がございます。お申し込みはふるさとチョイスからお願いします。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

単身者の場合 夫婦、子　2人の場合
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300万円 31,000円 300万円 4,000円

400万円 46,000円 400万円 17,000円

500万円 67,000円 500万円 33,000円

600万円 84,000円 600万円 53,000円

700万円 118,000円 700万円 75,000円

800万円 141,000円 800万円 109,000円

900万円 164,000円 900万円 132,000円

1,000万円 188,000円 1,000万円 157,000円

1,500万円 394,000円 1,500万円 355,000円

2,000万円 572,000円 2,000万円 532,000円

自己負担額 2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の

目安は右表のとおりです。

【注意】

下の表はあくまでも目安としてお考えください。

全額控除される寄附金額の目安

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円
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                         お 知 ら せせ 

 

お礼の品一覧 

 

１品お選びいただけます！ 
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お 知 ら せ                           
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お 知 ら せ                            
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                         お 知 ら せせ 

 

 
 

ふるさと和歌山応援サイト   

   
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/ 

 

 ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」 

   

https://www.furusato-tax.jp/city/product/30000 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
★お問合せ・申込窓口★            ☆お問合せ窓口☆ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、田村、宮本            和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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ふるさと歳時記                           

 イベント情報(８月中旬～９月中旬) 

 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

８月中旬 興国寺火祭り 由良町・興国寺 
興国寺 

0738-65-0154 

８月中旬 下駄市 海南市・黒江川端通り 
下駄市実行委員会 

073-483-5220 

８月中旬 太地浦勇魚祭 太地町・太地浦 
太地町産業建設課 

0736-59-2335 

８月中旬 塩津のいな踊り 海南市・下津町塩津 
塩津のいな踊り保存会 

073-492-3015 

８月中旬 高野山ろうそく祭り 高野町・奥之院参道 
高野町教育委員会 

0736-56-3050 

８月中旬 嵯峨谷の神踊り 橋本市・若宮八幡神社 
はしもと広域観光案内所 

0736-33-3552 

８月中旬 灯篭供養 和歌山市・紀三井寺 
紀三井寺 

073-444-1002 

８月中旬 椎
しい

出
で

 鬼の舞 九度山町・椎出厳島神社 
椎出鬼の舞保存会 

0736-54-4365 

８月中旬 佐野柱松 新宮市佐野地内 
佐野柱松実行委員会 

0735-31-7366 

８月中旬 傘鉾神事 九度山町・古沢厳島神社 
古沢厳島神社総代代表 

0736-54-2723 

８月下旬 千燈籠供養 橋本市・子安地蔵寺 
子安地蔵寺 

0736-32-1774 

８月下旬 二河の火祭り 
那智勝浦町二河 

・三光山金剛寺 

那智勝浦町観光産業課 

0735-52-2131 

８月下旬 熊野水軍の埋蔵金探し 白浜町・白良浜海水浴場 
白浜観光協会 

0739-43-5511 

８月下旬 一枚岩守り犬シルエット 古座川町・一枚岩 
一枚岩鹿鳴館 

0739-43-5511 

９月上旬 献灯祭 橋本市・光三宝荒神社 
光三宝荒神社 

0736-32-7484 

９月上旬 
キャンドルライトイルミ 

ネーション in あらぎ島 
有田川町・あらぎ島 

有田川町産業振興室 

0737-52-2111 

９月中旬 筆供養 和歌山市・和歌浦天満宮 
和歌浦天満宮 

073-444-4769 

９月中旬 
南紀白浜 

フラフェスティバル 
白浜町・白良浜海水浴場 

白浜温泉旅館協同組合 

0739-42-2215 

９月中旬 
三輪崎八幡神社例大祭 

（鯨踊り） 
新宮市・三輪崎八幡神社 

新宮市観光協会 

0735-22-2840 

９月中旬 高芝の獅子舞 那智勝浦町下里 
那智勝浦町観光協会 

0735-52-5311 
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                         ふるさと歳時記  

 
自然・風物情報(８月中旬～９月下旬) 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

８月中旬 
梨狩り、リンゴ狩り 

オープン 
かつらぎ町内農園 

かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

８月中旬 ボウズハゼの滝登り 古座川町・滝ノ拝 古座川町産業建設課 

0735-72-0180 

８月下旬 イチジク出荷最盛期 紀の川市 ＪＡ紀の里農産物流セン

ター 0736-73-7200 

９月上旬 高級魚 クエ初入荷 日高町 日高町観光協会 

0738-63-3806 

９月中旬 彼岸花が開花 県内各所 有田川町・久野原地区 有田川町商工観光課 

0737-52-2111 

９月中旬 あらぎ島で稲刈始まる 有田川町・あらぎ島 有田川町ふるさと開発公

社 0737-25-0221 

９月中旬 栗拾い 
かつらぎ町内観光農園 かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

有田川町彦ヶ瀬 有田川町商工観光課 

0737-52-2111 

９月下旬 イセエビ漁解禁 串本町・下田原漁港 和歌山東漁協下田原支所 

0735-74-0131 

９月下旬 ハギ見ごろ 
和歌山市・四季の郷公園 四季の郷公園 

073-478-0070 

田辺市・本宮町湯の峰 旅館あづまや 

0735-42-0012 

９月下旬 
関西随一  

秋色のススキの草原 
紀美野町、有田川町 

・生石高原 
レストハウス山の家おい

し 073-489-3586 

９月下旬 
極早生温州みかん 

出荷始まる 有田市、田辺市 

ＪＡありだ 

0737-53-2311 

ＪＡ紀南 

0739-23-3450 

９月下旬 「落ちアユ」漁解禁 県内各河川 
和歌山県内水面漁業協同

組合連合会 

0736-66-0477 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

おいしそうなイチジク 
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～編集後記～ 

 

近頃、映画やアニメの舞台となった場所を「聖地巡礼」と称して旅する方が少なくな

いそうです。 

今月号では、オール和歌山ロケの映画「ボクはボク、クジラはクジラで、泳いでいる。」

の出演者の皆さんが知事を表敬訪問された話題をお届けしていますが、ほかにも最近制

作された映画「見栄を張る」（藤村明世監督）でも、海南市や紀美野町の豊かな自然や美

しい町並みが舞台となっています。これら和歌山を舞台とする映画がひとつのきっかけ

となり、これまで和歌山の魅力をご存じでなかった方々も数多く各地を訪れていただけ

ばと願っています。 

 

話題は変わりますが、以前お伝えした白浜アドベンチャーワールドのジャイアントパ

ンダ「良浜（ラウヒン）」に 7 月下旬から妊娠の兆候が見られています。早ければ、この

「和歌山だより」が皆様のお手元に届く頃に、明るいニュースがテレビなどを賑わして

いるかもしれません。その際には是非とも白浜にお越しいただき、かわいい赤ちゃんパ

ンダと温泉で身も心もゆっくりと癒していただきたいと思います。 

 

記録的な猛暑が続いています。皆様にはくれぐれもご自愛ください。 
 

  知事室秘書課長  生駒 享 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   
                   2018 年（平成 30 年）８月 Nｏ.１２４ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 

 


